
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年9月6日（木） 10：30～16：45 

 

全国社会福祉協議会（全社協）「第3～5会議室」 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル 

 

平成30年度 
保育の質を高める自己評価・第三者評価セミナー 

～保育実践の振りかえりと第三者評価の活かし方～ 

 

 

開 催 要 綱 
 

本セミナーの内容 

◆子ども・子育て支援をめぐる施策動向と保育の「質」向上のための取組を理解します。 

◆保育所保育指針等にもとづく第三者評価基準を活用した保育実践の振りかえり（自己評価）

をつうじて保育の評価の実際を体験します。 

◆自己評価と第三者評価を活用した保育の「質」向上の取組の意義と活かし方を理解します。 

 

子どもの育ちと子育てを、「量」と「質」の両面から社会全体で支える「子ども・子育て支援新

制度」の施行から3年余が経過しました。国においては「待機児童解消」や「保育の担い手確保」

のためのさまざまな施策が展開されています。また、保育の「質」を高める観点などから、平成

30年4月より新たな保育所保育指針が施行されました。 

社会の状況が変化し、保育所が果たす社会的な役割が重視されるなかで、保育の「質」への関心

が一層高まっています。子どもの健やかな発達を保障する環境と保育士等の高い専門性に対して

は、保育所が自らの保育実践を評価し改善に取り組むことや、保護者や地域から根拠をもって日々

の実践への理解を得ることが必要です。 

国は「『日本再興戦略』改訂2015」（平成27年6月閣議決定）で「保育サービスの質の向上を

図り、安心して子どもを預けることができる環境を整備するため、2019年度末までにすべての保

育事業者において第三者評価の受審が行われることを目指す」とするなど、第三者評価を活用した

保育の「質」向上が求められています。 

そこで、保育所における保育実践の振りかえり（自己評価）とともに、第三者評価を活用した保

育の「質」向上への取り組みを進めることを目的に本セミナーを開催します。 

主催：社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

開 催 日 時 

会   場 

趣旨・目的 



 

保育所の施設長、主任保育士 

保育所において自己評価・第三者評価を担当する職員 

保育所を経営する社会福祉法人の役員 等 

80名 ※定員になり次第、締切とさせていただきます。 

 

10,000円（資料代）※交通費、昼食・宿泊費は含みません。 

 

 

 

時間 テーマ・講師・概要 

10：30～11：30 

（60分） 
開会あいさつ 

基調説明： 保育サービスの質の向上の取組 

～自己評価・第三者評価の意義と活用～ 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 政策企画部長 池上 実 

＊子ども・子育て支援施策や国の待機児童対策の動向、保育所保育指針の改定内容

等をもとに、今日求められる保育の「質」向上の取り組みについて説明します。 

11：30～12：30 

（60分) 
講演： 評価機関と事業者の対話にもとづく第三者評価受審の意義と必要性 

       神奈川県立保健福祉大学 名誉教授・顧問  山崎 美貴子 氏 

＊保育実践の振り返り（自己評価）とともに、評価機関と事業者との対話にもとづく第三

者評価の受審を通じた保育の質の向上の必要性などについて講演します。 

12：30～13：30 昼 食・休 憩 

13：30～14：30 

（60分) 
対談： 第三者評価の受審を通じた保育の質向上のための取り組み 

（評価機関） 特定非営利活動法人メイアイヘルプユー 

        （受審事業所） 隠岐共生学園第二保育所（島根県） 

＊第三者評価受審の一連の流れについての説明とともに、受審事業所による実践レポ

ートを行います。 

14：30～14：45 休 憩 

14：45～16：45 

（120分) 

 
※途中休憩含む 

演習： 保育実践の振りかえり（自己評価）の実際 

岩手県社会福祉協議会 事務局次長 右京 昌久 氏（評価機関） 

 

＊保育実践の振りかえり（自己評価）の進め方、第三者評価の受審と活かし方を解説し

ます。また、国の第三者評価基準ガイドラインを活用した自己評価を体験します。 

16:45 閉 会 

 

 

 

 

参 加 対 象※ 

定   員 

参 加 費 

プログラム 



 

 

 

１．参加申込受付 

別添「参加・宿泊等申込書」により、ＦＡＸにてお申込みください。 

申込み先：名鉄観光サービス(株)ＭＩＣＥセンター  FAX．03－3595－1119 

※昼食・宿泊のご希望がない場合も、参加申込の受付は名鉄観光(株)ＭＩＣＥセンターにて行います。 

2．昼食・宿泊申込受付 

参加申込みとあわせて、昼食（弁当）及び宿泊（前泊・後泊）の手配を希望される方は、 

別添「参加・宿泊等のご案内」により参加申込とあわせて名鉄観光サービス㈱ＭＩＣＥセン

ターにお申込みください。 

３．申込締切：平成30年8月17日（金）※ただし、定員になり次第、締切とさせていただきます。 

 

 

 

平成30年8月23日(木)以降の欠席連絡（参加キャンセル）については、参加費の返金をい

たしません。セミナー当日資料の発送をもってかえさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局・お問い合わせ先】 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 政策企画部（担当：竹口・山本） 

   〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル 

   ＴＥＬ. 03-3581-7889 ＦＡＸ.03-3580-5721 

   Ｅメール z-seisaku@shakyo.or.jp 

 

参加等の申込 

申込後の参加費の取扱い 

個人情報の取扱い 
本セミナーの申込者、参加者に係る個人情報は、本会「個人情報の保護に関する方針(プライ

バシーポリシー)」に基づき、適切に取り扱うこととしており、他の目的で使用することはあり

ません。本会のプライバシーポリシーはホームページ（http://www.shakyo.or.jp/）に掲載して

おりますのでご参照ください。 

１．本セミナーにかかる参加申込みの受付及び昼食・宿泊手配につきましては、名鉄観光サ

ービス㈱と個人情報保護を含む契約書を交わしたうえで同社に業務委託しております。 

２．「参加・宿泊等申込書」に記載された個人情報は、本研修会に係る企画、参加券等各種資

料の送付、「参加者名簿」の作成・管理等、研修事業関連のみの目的で使用し、他の目的で

使用することはありません。 

３．「参加者名簿」を作成し、当日資料に掲載するとともに参加者に配布します。参加者名簿

には、都道府県名、参加者氏名、所属、役職のみを掲載します。 

mailto:z-seisaku@shakyo.or.jp
http://www.shakyo.or.jp/


 

【会場案内図】 

会 場：全国社会福祉協議会（全社協）「第3～5会議室」 

住 所：〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル 5階 

 

 
 

全社協・新霞が関ビルへのアクセス 

 

• 地下鉄銀座線「虎ノ門駅」１１番出口より徒歩５分 

• 地下鉄千代田線／丸の内線／日比谷線「霞ヶ関駅」A１３番出口より徒歩８分 

• 地下鉄千代田線／丸の内線「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分 

全社協 


